
 

 

 

 

 

令和７年３月 
 

 

 

 

 

 

 

教育委員会定例会議案等 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

新潟市教育委員会 

 

 



 

令和７年３月教育委員会定例会議事日程 

 

新潟市教育委員会 

日 時 令和７年３月１９日（水） 午前９時３０分 開会 

場 所 新潟市役所ふるまち庁舎４階 教育会議室１ 

日 程 第１ 会議録署名委員の指名 

 

第２ 付議事件 

議案第２７号 新潟市文化財の指定解除について・・・・・・・・・１ 

議案第２８号 新潟市教育委員会組織規則の一部改正について・・・６ 

議案第２９号 新潟市教育委員会公印規則の一部改正について・・・６ 

議案第３０号 新潟市公民館条例施行規則の一部改正について・・・６ 

議案第３１号 新潟市学校給食センター条例施行規則の 

一部改正について・・・・・・・・・・・・・・・・６ 

議案第３２号 事務局及び機関の長の人事について・・・・・当日配付 

議案第３３号 教職員の人事措置について・・・・・・・・・当日配付 

 

第３ 報告 

・令和７年度学校園教育の推進について・・・・・・・・・・当日配付 

・和解及び損害賠償額の決定に係る専決処分について・・・・当日配付 

 

第４ 次回日程 

４月定例会 令和７年４月２１日（月） 午後３時３０分  

 

第５ 閉会 

 

 



 

 

 

 

 

付議事件 



 

議案第２７号  

   新潟市文化財の指定解除について 

新潟市文化財の指定解除について、次のとおりとしたいため議決を求める。  

  令和７年３月１９日提出  

新潟市教育委員会  

教育長 夏目 久義  

 

新潟市文化財指定解除について 

 

新潟市文化財保護条例（昭和４７年条例第４号）第４条第１項第１号の規定に基づき、

以下の物件の新潟市文化財指定を解除する。 

なお、議決の日をもって指定解除の日とする。 

 

新潟市文化財指定解除物件 

（１）文化財の名称、種別 

    名称  阿部家仏間 

    種別  有形文化財（建造物） 

（２）員数 

１棟 

 

 

付議 1



新潟市教育委員会定例会資料 

令 和 ７ 年 ３ 月 １ ９ 日 

文化スポーツ部歴史文化課 

 

新潟市文化財の指定解除について 

 

１ 議決を要する事項 

市文化財阿部家仏間について、令和６年９月２０日付けで解体撤去による滅失の届出があり、

復旧の見込みがないため、新潟市文化財保護審議会へ諮問を行い、新潟市文化財の指定を解除

することが適当であると認められる旨の答申を受けた。 

ついては、新潟市文化財保護条例第４条第１項第１号の規定により、市文化財指定を解除し

てよいか。 

 

２ 文化財の概要 

名 称 （ 種 別 ） 阿部家仏間（有形・建造物） 

指 定 年 月 日 昭和４８年４月１５日（旧黒埼町指定） 

建 築 年 代 江戸中期以降／明治前期改修／明治中期移築改修 

所 有 者 個人 

指 定 理 由 上段の間や格天井を備えた格式高い建造物であること 

備 考 「黒埼町文化財指定に関する答申」には沿革として明治十一年明治天

皇の北陸御巡幸の際御休所となった建物と伝えられる建物を阿部家

当主が内野村元庄屋（四代）渡辺敬典より譲り受けて現在地に移築し

今日に至ったとあるが、平成２３年から令和６年にかけて実施した現

地調査では、裏付けとなるものは見つからなかった。 

 

３ 経緯及び今後の予定 

平成２３年 ２月 ７日 所有者より解体撤去の相談あり 

平成２３年１０月２７日 文化財保護審議会委員（建造物担当）平山育男委員による現地調査 

平成２３年１１月２４日 第２０期文化財保護審議会（第３回会議） 

→解体撤去された場合の指定解除容認の方針 

平成２４年 ３月２２日 第２０期文化財保護審議会（第４回会議） 

→所有者都合により解体撤去延期の報告 

令和４年 ８月     所有者より改めて解体撤去の相談あり 

令和４年１２月２８日  文化財保護審議会委員（建造物担当）黒野弘靖委員による現地調査 

→第２０期文化財保護審議会方針の変更の必要なしとの見解 

令和５年１１～１２月  記録保存のための現地調査実施 

令和６年 １月 １日  令和６年能登半島地震により被災 

令和６年 ３月１４日  第２６期文化財保護審議会（第２回会議） 

→解体による指定解除見込について説明 

令和６年 ４月２６日  教育委員会定例会前報告 指定解除見込について説明 

令和６年 ９月２０日  解体による滅失の届出、解体時調査の実施 

令和６年１０月１６日  調査報告書作成 

 

付議 2



新潟市教育委員会定例会資料 

令和７年 ３月１４日  第２７期文化財保護審議会（第１回会議）諮問 

→指定解除が適当と認められる旨答申 

令和７年 ３月１９日（予定） 教育委員会定例会 新潟市文化財の指定解除の決議 

令和７年 ３月（予定）    教育委員会告示 新潟市文化財の指定解除について 

 

４ 記録保存の概要 

（１）調査報告書 

新潟県建築士会ヘリテージマネージャー委員会を通じて建築士に依頼し、配置図、平面図、

立面図（４面）、断面図（梁間・桁行各１断面の計２断面））を含む調査報告書を作成した。 

（２）部材保存に関する所見 

市歴史博物館学芸員が調査を実施し、行田魁庵の落款のある板戸絵８枚について、取り外

しの上、保存することが望ましいとする報告をまとめた。 

 

（参考） 

新潟市文化財保護条例(昭和４７年３月２９日条例第４号) 

（解除） 

第４条 教育委員会は，前条の規定により指定した市文化財が次の各号の一に該当するときは，

その指定を解除することができる。 

(１) 市文化財が滅失し，又はその価値を失つたとき。 

（中略） 

（指定及び解除の審議） 

第５条 教育委員会は，第３条及び前条第１項の規定により市文化財を指定し，又は解除をし

ようとするときは，別に定める新潟市文化財保護審議会に諮問しなければならない。 
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議
案

番
号

規
則

等
名

称
改

廃
区

分
制

定
・

改
正

内
容

備
考

施
行

日
所

管
所

属

議
案

第
2
8
号

新
潟

市
教

育
委

員
会

組
織

規
則

一
部

改
正

○
教

育
総

務
課

に
「

夜
間

中
学

開
設

準
備

室
」

を
新

設
。

○
保

健
給

食
課

の
係

を
廃

止
。

○
組

織
改

正
に

伴
い

分
掌

事
務

を
整

理
。

○
区

ご
と

に
設

置
し

て
い

た
８

つ
の

公
民

館
運

営
審

議
会

を
１

つ
に

統
合

し
「

新
潟

市
公

民
館

運
営

審
議

会
」

を
設

置
。

組
織

改
正

R
7
.
4
.
1

教
育

総
務

課

議
案

第
2
9
号

新
潟

市
教

育
委

員
会

公
印

規
則

一
部

改
正

○
新

潟
市

公
民

館
条

例
の

一
部

改
正

に
伴

い
、

区
ご

と
に

設
置

し
て

い
た

８
つ

の
公

民
館

運
営

審
議

会
を

１
つ

に
統

合
し

「
新

潟
市

公
民

館
運

営
審

議
会

」
を

設
置

す
る

こ
と

で
、

各
区

の
公

民
館

運
営

審
議

会
の

印
を

廃
止

す
る

も
の

。

条
例

改
正

R
7
.
4
.
1

教
育

総
務

課

議
案

第
3
0
号

新
潟

市
公

民
館

条
例

施
行

規
則

一
部

改
正

○
新

潟
市

公
民

館
条

例
の

一
部

改
正

に
伴

い
、

区
ご

と
に

設
置

し
て

い
た

８
つ

の
公

民
館

運
営

審
議

会
を

１
つ

に
統

合
し

「
新

潟
市

公
民

館
運

営
審

議
会

」
を

設
置

す
る

こ
と

で
、

審
議

・
審

査
及

び
庶

務
を

中
央

公
民

館
で

行
う

も
の

。
○

大
江

山
公

民
館

の
規

定
を

削
除

す
る

も
の

。

条
例

改
正

R
7
.
4
.
1

中
央

公
民

館

議
案

第
3
1
号

新
潟

市
学

校
給

食
セ

ン
タ

ー
条

例
施

行
規

則
一

部
改

正
○

中
学

校
の

全
員

給
食

化
に

伴
い

、
こ

れ
ま

で
ス

ク
ー

ル
ラ

ン
チ

を
実

施
し

て
い

た
学

校
で

、
新

た
に

学
校

給
食

セ
ン

タ
ー

に
よ

る
給

食
を

実
施

す
る

学
校

を
追

加
す

る
も

の
。

R
7
.
4
.
1

保
健

給
食

課

※
高

等
学

校
授

業
料

無
償

化
に

伴
う

条
例

改
正

に
つ

い
て

は
、

今
後

の
国

の
動

向
に

よ
り

改
正

の
可

能
性

あ
り

【
令

和
7
年

3
月

定
例

会
】

教
育

委
員

会
規

則
の

一
部

改
正

に
つ

い
て

付議 6



新潟市教育委員会組織規則の一部を改正する規則をここに公布する。 

令和７年  月  日 

              新潟市教育委員会 

         教育長  

新潟市教育委員会規則第   号 

新潟市教育委員会組織規則の一部を改正する規則 

新潟市教育委員会組織規則（平成１９年新潟市教育委員会規則第６号）の一部を次のよ

うに改正する。 

第３条教育総務課の項中「教育政策室」の次に「夜間中学開設準備室」を加え、同条保

健給食課の項中「保健係 給食係」を削る。 

第４条教育総務課の項の第１７号中「教育ビジョン」を「教育振興基本計画」に改め、

同項中第２４号を第２５号とし、第２３号の次に次の１号を加える。 

（２４） 夜間中学の開設準備に関すること。 

第４条保健給食課の項中第８号を第９号とし、第５号から第７号までを１号ずつ繰り下

げ、第４号の次に次の１号を加える。 

（５） 学校給食費の徴収に関すること。 

第１１条中第２号を削り、第３号を第２号とし、第４号から第１２号までを１号ずつ繰

り上げる。 

附 則 

この規則は、令和７年４月１日から施行する。 

付議 7
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新
潟

市
教

育
委
員

会
組
織

規
則
の

一
部
を

改
正
す

る
規
則

案
 
新

旧
対
照

表
 

新
潟

市
教

育
委
員

会
組
織

規
則
(
平
成

1
9年

教
育

委
員

会
規

則
第

６
号

) 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
（

下
線
部

分
は
改

正
部
分

）
 

改
正

案
 

現
行
 

備
考
 

（
事

務
局

に
置
く

課
、
課

に
置
く

室
及
び

係
）
 

（
事

務
局

に
置
く

課
、
課

に
置
く

室
及
び

係
）
 

 

第
３

条
 

事
務
局

に
次
に

掲
げ
る

課
を
、

課
に
次

に
掲
げ

る
室
及

び
係
を

置
く
。
 

第
３

条
 

事
務
局

に
次
に

掲
げ
る

課
を
、

課
に
次

に
掲
げ

る
室
及

び
係
を

置
く
。
 

 

教
育

総
務

課
 
教

育
政
策

室
 
夜

間
中

学
開

設
準
備

室
 

教
育

総
務

課
 
教

育
政
策

室
 

 

学
務

課
 
 

学
務

課
 
 

 

施
設

課
 
 

施
設

課
 
 

 

保
健

給
食

課
 

保
健

給
食

課
 
保

健
係

 
給

食
係
 

 

学
校

人
事

課
 

学
校

人
事

課
 

 

教
育

職
員

課
 
 

教
育

職
員

課
 
 

 

学
校

支
援

課
 
地

域
ク
ラ

ブ
活
動

推
進
室

 
庶
務

係
 

学
校

支
援

課
 
地

域
ク
ラ

ブ
活
動

推
進
室

 
庶
務

係
 

 

特
別

支
援

教
育

課
 

特
別

支
援

教
育

課
 

 

生
涯

学
習

推
進
課

 
地
域

学
校
協

働
推
進

室
 

生
涯

学
習

推
進
課

 
地
域

学
校
協

働
推
進

室
 

 

（
課

の
分

掌
事
務

）
 

（
課

の
分

掌
事
務

）
 

 

第
４

条
 

前
条
に

規
定
す

る
課
の

分
掌
事

務
は
、
お

お
む
ね

次
の

と
お
り

と
す
る

。
 
第

４
条
 

前
条
に

規
定
す

る
課
の

分
掌
事

務
は
、
お

お
む
ね

次
の

と
お
り

と
す
る

。
 
 

教
育

総
務

課
 

教
育

総
務

課
 

 

(
１

) 
教

育
委
員

会
の
会

議
に
関

す
る
こ

と
。
 

(
１

) 
教

育
委
員

会
の
会

議
に
関

す
る
こ

と
。
 

 

(
２

) 
陳

情
及
び

請
願
の

総
括
に

関
す
る

こ
と

。
 

(
２

) 
陳

情
及
び

請
願
の

総
括
に

関
す
る

こ
と

。
 

 

(
３

) 
教

育
行
政

に
関
す

る
相
談

窓
口
に

関
す
る

こ
と

。
 

(
３

) 
教

育
行
政

に
関
す

る
相
談

窓
口
に

関
す
る

こ
と

。
 

 

(
４

) 
公

印
に
関

す
る
こ

と
。
 

(
４

) 
公

印
に
関

す
る
こ

と
。
 

 

(
５

) 
儀

式
及
び

褒
(
ほ
う

)章
に

関
す
る

こ
と

。
 

(
５

) 
儀

式
及
び

褒
(
ほ
う

)章
に

関
す
る

こ
と

。
 

 

(
６

) 
秘

書
に
関

す
る
こ

と
。
 

(
６

) 
秘

書
に
関

す
る
こ

と
。
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(
７

) 
教

育
予
算

の
取
り

ま
と
め

に
関
す

る
こ
と

。
 

(
７

) 
教

育
予
算

の
取
り

ま
と
め

に
関
す

る
こ
と

。
 

 

(
８

) 
規

則
等
の

制
定
及

び
改
廃

並
び
に

公
示
に

関
す
る

こ
と

。
 

(
８

) 
規

則
等
の

制
定
及

び
改
廃

並
び
に

公
示
に

関
す
る

こ
と

。
 

 

(
９

) 
組

織
及
び

事
務
管

理
に
関

す
る
こ

と
。
 

(
９

) 
組

織
及
び

事
務
管

理
に
関

す
る
こ

と
。
 

 

(
1
0)
 

職
員

団
体

と
の

連
絡

調
整

に
関

す
る

こ
と

（
学

校
人
事
課

の
所

管
に

属
す

る
も

の
を
除

く
。
）

。
 

(
1
0)
 

職
員

団
体

と
の

連
絡

調
整

に
関

す
る

こ
と

（
学

校
人
事
課

の
所

管
に

属
す

る
も

の
を
除

く
。
）

。
 

 

(
1
1)
 
文

書
の
収

受
、
発

送
及
び

保
存
に

関
す
る

こ
と

。
 

(
1
1)
 
文

書
の
収

受
、
発

送
及
び

保
存
に

関
す
る

こ
と

。
 

 

(
1
2)
 

教
育

委
員

会
職

員
（

新
潟

市
立

学
校

管
理

運
営

に
関
す
る

規
則

（
昭

和
33
年

教
育

委
員

会
規

則
第
１
号

）
第

２
条

第
２

項
に

規
定
す
る

学
校
園

に
勤

務
す

る
職

員
を

除
く

。
以
下

「
職

員
」

と
い

う
。

）
の
定
数

及
び
配

置
に

関
す

る
こ
と

。
 

(
1
2)
 

教
育

委
員

会
職

員
（

新
潟

市
立

学
校

管
理

運
営

に
関
す
る

規
則

（
昭

和
33
年

教
育

委
員

会
規

則
第
１
号

）
第

２
条

第
２

項
に

規
定
す
る

学
校
園

に
勤

務
す

る
職

員
を

除
く

。
以
下

「
職

員
」

と
い

う
。

）
の
定
数

及
び
配

置
に

関
す

る
こ
と

。
 

 

(
1
3)
 
職

員
の
任

免
、
分

限
、
懲

戒
及
び

服
務
に

関
す
る

こ
と

。
 

(
1
3)
 
職

員
の
任

免
、
分

限
、
懲

戒
及
び

服
務
に

関
す
る

こ
と

。
 

 

(
1
4)
 
職

員
の
研

修
に
関

す
る
こ

と
。
 

(
1
4)
 
職

員
の
研

修
に
関

す
る
こ

と
。
 

 

(
1
5)
 
教

育
委
員

の
報
酬

及
び
費

用
弁
償

に
関
す

る
こ
と

。
 

(
1
5)
 
教

育
委
員

の
報
酬

及
び
費

用
弁
償

に
関
す

る
こ
と

。
 

 

(
1
6)
 
教

育
施
策

の
企
画

、
総
合

調
整
に

関
す
る

こ
と

。
 

(
1
6)
 
教

育
施
策

の
企
画

、
総
合

調
整
に

関
す
る

こ
と

。
 

 

(
1
7)
 
教

育
振

興
基

本
計
画

の
進

行
管
理

に
関
す

る
こ
と

。
 

(
1
7)
 
教

育
ビ
ジ

ョ
ン
の

進
行
管

理
に
関

す
る
こ

と
。
 

 

(
1
8)
 
教

育
広
報

紙
そ
の

他
広
報

広
聴
に

関
す
る

こ
と

。
 

(
1
8)
 
教

育
広
報

紙
そ
の

他
広
報

広
聴
に

関
す
る

こ
と

。
 

 

(
1
9)
 
新

潟
市
立

学
校
適

正
配
置

審
議
会

に
関
す

る
こ
と

。
 

(
1
9)
 
新

潟
市
立

学
校
適

正
配
置

審
議
会

に
関
す

る
こ
と

。
 

 

(
2
0)
 
市

立
学
校

の
適
正

配
置
に

関
す
る

こ
と

。
 

(
2
0)
 
市

立
学
校

の
適
正

配
置
に

関
す
る

こ
と

。
 

 

(
2
1)
 
通

学
区
域

に
関
す

る
こ
と

。
 

(
2
1)
 
通

学
区
域

に
関
す

る
こ
と

。
 

 

(
2
2)
 
教

育
支
援

セ
ン
タ

ー
の
管

理
及
び

連
絡
調

整
に
関

す
る
こ

と
。
 

(
2
2)
 
教

育
支
援

セ
ン
タ

ー
の
管

理
及
び

連
絡
調

整
に
関

す
る
こ

と
。
 

 

(
2
3)
 
総

合
教
育

会
議
の

運
営
に

関
す
る

こ
と

。
 

(
2
3)
 
総

合
教
育

会
議
の

運
営
に

関
す
る

こ
と

。
 

 

(
2
4)
 

夜
間

中
学

の
開
設

準
備
に

関
す

る
こ

と
。
 

 
 

(
2
5)
 
他

の
課

及
び
機

関
の

所
管

に
属
し

な
い
こ

と
。
 

(
2
4)
 
他

の
課
及

び
機
関

の
所
管

に
属
し

な
い
こ

と
。
 

 

学
務

課
・

施
設
課

 
（
略

）
 

学
務

課
・

施
設
課

 
（
略

）
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保
健

給
食

課
 

保
健

給
食

課
 

 

(
１

) 
学

校
保
健

及
び
学

校
給
食

の
計

画
、
指

導
及

び
管
理

に
関

す
る
こ

と
。
 

(
１

) 
学

校
保
健

及
び
学

校
給
食

の
計

画
、
指

導
及

び
管
理

に
関

す
る
こ

と
。
 
 

(
２

) 
独

立
行
政

法
人
日

本
ス
ポ

ー
ツ
振

興
セ
ン

タ
ー
に

関
す
る

こ
と

。
 

(
２

) 
独

立
行
政

法
人
日

本
ス
ポ

ー
ツ
振

興
セ
ン

タ
ー
に

関
す
る

こ
と

。
 

 

(
３

) 
医

療
費
に

係
る
就

学
援
助

に
関
す

る
こ
と

。
 

(
３

) 
医

療
費
に

係
る
就

学
援
助

に
関
す

る
こ
と

。
 

 

(
４

) 
学

校
給
食

予
算
の

配
当
及

び
経
理

に
関
す

る
こ
と

。
 

(
４

) 
学

校
給
食

予
算
の

配
当
及

び
経
理

に
関
す

る
こ
と

。
 

 

(
５

) 
学
校

給
食
費

の
徴

収
に
関

す
る

こ
と

。
 

 
 

(
６

)
 
学

校
給

食
の
用

に
供

す
る

物
品
の

整
備
に

関
す
る

こ
と

。
 

(
５

) 
学

校
給
食

の
用
に

供
す
る

物
品
の

整
備
に

関
す
る

こ
と

。
 

 

(
７

)
 
給

食
調

理
員
の

研
修

に
関

す
る
こ

と
。
 

(
６

) 
給

食
調
理

員
の
研

修
に
関

す
る
こ

と
。
 

 

(
８

)
 
学

校
給

食
セ
ン

タ
ー

の
管

理
及
び

連
絡
調

整
に
関

す
る
こ

と
。
 

(
７

) 
学

校
給
食

セ
ン
タ

ー
の
管

理
及
び

連
絡
調

整
に
関

す
る
こ

と
。
 

 

(
９

)
 
学

校
保

健
に
関

す
る

団
体

と
の
連

絡
調
整

に
関
す

る
こ
と

。
 

(
８

) 
学

校
保
健

に
関
す

る
団
体

と
の
連

絡
調
整

に
関
す

る
こ
と

。
 

 

学
校

人
事

課
～
生

涯
学
習

推
進
課

 
（
略

）
 

学
校

人
事

課
～
生

涯
学
習

推
進
課

 
（
略

）
 

 

第
５

条
～

第
1
0条

 
（
略

）
 

第
５

条
～

第
1
0条

 
（
略

）
 

 

（
分

掌
事

務
）
 

（
分

掌
事

務
）
 

 

第
11
条

 
豊

栄
地

区
公

民
館
、
中

地
区

公
民

館
、

亀
田

地
区
公
民

館
、

新
津

地
区

公
民

館
、

白
根

地
区

公
民

館
、
坂

井
輪

地
区

公
民

館
及

び
巻
地
区

公
民

館
の
分

掌
事

務
は

、
お
お

む
ね
次

の
と
お

り
と
す

る
。
 

第
11
条

 
豊

栄
地

区
公

民
館
、
中

地
区

公
民

館
、

亀
田

地
区
公
民

館
、

新
津

地
区

公
民

館
、

白
根

地
区

公
民

館
、
坂

井
輪

地
区

公
民

館
及

び
巻
地
区

公
民

館
の
分

掌
事

務
は

、
お
お

む
ね
次

の
と
お

り
と
す

る
。
 

 

(
１

)
 

同
一

の
区

内
に

所
在
す
る

公
民

館
の

統
括

及
び

連
絡
調
整

に
関

す
る
こ

と
。
 

(
１

)
 

同
一

の
区

内
に

所
在
す
る

公
民

館
の

統
括

及
び

連
絡
調
整

に
関

す
る
こ

と
。
 

 

 
(
２

) 
公
民

館
運
営

審
議

会
に
関

す
る

こ
と

。
 

 

(
２

)
 
公

民
館

活
動
協

力
員

に
関

す
る
こ

と
。
 

(
３

) 
公

民
館
活

動
協
力

員
に
関

す
る
こ

と
。
 

 

(
３

)
 
区

全
域

に
係
る

事
業

の
企

画
、
調

整
及
び

実
施
に

関
す
る

こ
と

。
 

(
４

) 
区

全
域
に

係
る
事

業
の
企

画
、
調

整
及
び

実
施
に

関
す
る

こ
と

。
 

 

(
４

)
 
事

業
の

企
画
及

び
実

施
に

関
す
る

こ
と

。
 

(
５

) 
事

業
の
企

画
及
び

実
施
に

関
す
る

こ
と

。
 

 

(
５

)
 
青

少
年

教
育
の

推
進

及
び

青
少
年

健
全
育

成
に
関

す
る
こ

と
。
 

(
６

) 
青

少
年
教

育
の
推

進
及
び

青
少
年

健
全
育

成
に
関

す
る
こ

と
。
 

 

(
６

)
 
青

少
年

の
非
行

防
止

に
関

す
る
こ

と
。
 

(
７

) 
青

少
年
の

非
行
防

止
に
関

す
る
こ

と
。
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(
７

)
 

青
少

年
育

成
団
体
へ

の
支

援
及

び
関

係
機

関
と

の
連

絡
調

整
に

関
す
る

こ
と

。
 

(
８

)
 

青
少

年
育

成
団

体
へ
の
支

援
及

び
関

係
機

関
と

の
連
絡
調

整
に

関
す
る

こ
と

。
 

 

(
８

)
 
施

設
等

の
維
持

管
理

に
関

す
る
こ

と
。
 

(
９

) 
施

設
等
の

維
持
管

理
に
関

す
る
こ

と
。
 

 

(
９

)
 

入
徳

館
野

外
研
修
場

の
維

持
管

理
に

関
す

る
こ

と
（

巻
地

区
公

民
館
に

限
る

。
）

。
 

(
1
0)
 

入
徳

館
野

外
研

修
場
の
維

持
管

理
に

関
す

る
こ

と
（
巻
地

区
公

民
館
に

限
る

。
）

。
 

 

(
1
0)

 
白

根
学

習
館

の
維
持

管
理

に
関

す
る

こ
と

（
白

根
地

区
公

民
館

に
限

る
。

）
。
 

(
1
1)

 
白

根
学

習
館

の
維

持
管

理
に

関
す

る
こ

と
（

白
根

地
区

公
民

館
に

限

る
。

）
。
 

 

(
1
1)
 
使

用
料

の
徴
収

に
関

す
る

こ
と

。
 

(
1
2)
 
使

用
料
の

徴
収
に

関
す
る

こ
と

。
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新潟市教育委員会公印規則の一部を改正する規則をここに公布する。 

令和７年  月  日 

              新潟市教育委員会 

         教育長 

新潟市教育委員会規則第   号 

新潟市教育委員会公印規則の一部を改正する規則 

新潟市教育委員会公印規則（昭和４４年新潟市教育委員会規則第５号）の一部を次のよ

うに改正する。 

別表第１新潟市公民館運営審議会議長印の項を削る。 

別表第２（９）を削る。 

附 則 

この規則は、令和７年４月１日から施行する。 
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1
/
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新
潟

市
教

育
委

員
会
公

印
規

則
の

一
部
を

改
正

す
る
規

則
案
 
新

旧
対
照

表
 

新
潟

市
教

育
委

員
会
公

印
規

則
(
昭
和

4
4年

教
委
規

則
第

5号
)
  

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
（
下

線
部
分

は
改

正
部
分

）

改
正

案
 

現
行

 

別
表

第
１

（
第

４
条

関
係

）
 

別
表

第
１

（
第

４
条

関
係

）
 

名
称

 
規

格

（
ミ

リ

メ
ー

ト

ル
）

 

書 体
 

使
用

区
分

 
管

理
者

 
個 数

 

保
管

場

所
 

ひ な 形 番 号
 

（
略

）
 

    

 
 

 
 

 
 

 

（
略

）
 

 

名
称

 
規

格

（
ミ

リ

メ
ー

ト

ル
）

 

書 体
 

使
用

区
分

 
管

理
者

 
個 数

 

保
管

場

所
 

ひ な 形 番 号
 

（
略

）
 

新
潟

市
公
民

館
運

営
審
議

会
議

長
印
 

〃
 

 
 

2
4
 

〃
 

公
民

館
運

営
審

議
会

議
長

名
を

も
つ

て
す

る
行

政
文

書
用
 

各
公

民

館
長

 

各 １
 

各
公

民

館
 

９
 

（
略

）
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改
正

案
 

現
行

 

別
表

第
２

（
第

４
条

関
係

）
 

別
表

第
２

（
第

４
条

関
係

）
 

（
９

）
 

削
除

 

       
 

 
 

（
略

）
 

 

（
９

）
 

 

○
印

は
、

公
民

館
運

営
審

議
会

名
 

 
 

 
 

（
略

）
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新潟市公民館条例施行規則の一部を改正する規則をここに公布する。 

令和７年  月  日 

              新潟市教育委員会 

         教育長 

新潟市教育委員会規則第   号 

新潟市公民館条例施行規則の一部を改正する規則 

新潟市公民館条例施行規則（平成１６年新潟市教育委員会規則第２０号）の一部を次の

ように改正する。 

第１２条第１項中「公民館長は」の前に「中央」を加え、「それぞれの」を「新潟市」

に改め、「実施状況を」の次に「新潟市」を加える。 

第１６条中「条例第１０条第１項各号に掲げる」を「新潟市中央」に改める。 

別表第１中新潟市大江山公民館の項を削る。 

附 則 

この規則は、令和７年４月１日から施行する。 
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1
/
2 

新
潟

市
公

民
館

条
例
施

行
規

則
の

一
部
を

改
正

す
る
規

則
案
 
新

旧
対
照

表
 

新
潟

市
公

民
館

条
例
施

行
規

則
(
平
成

1
6年

教
委
規

則
第

20
号
)新

旧
対
照

表
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
（
下

線
部
分

は
改

正
部
分

）
 

改
正

案
 

現
行

 

（
事

業
計

画
及

び
事

業
報

告
）

 
（

事
業

計
画

及
び

事
業

報
告

）
 

第
1
2
条

 
中

央
公

民
館

長
は

、
当

該
年

度
の

公
民

館
の

事
業

計
画

を
、

新
潟

市
公

民
館

運
営

審
議

会
の

審
議

を
経

る
と

と
も

に
、

前
年

度
に

お
け

る
公

民
館

の
事

業
の

実
施

状

況
を

公
民

館
運

営
審

議
会

に
報

告
を

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

第
1
2
条

 
公

民
館

長
は

、
当

該
年

度
の

公
民

館
の

事
業

計
画

を
、

そ
れ

ぞ
れ

の
公

民
館

運
営

審
議

会
の

審
議

を
経

る
と

と
も

に
、

前
年

度
に

お
け

る
公

民
館

の
事

業
の

実
施

状

況
を

公
民

館
運

営
審

議
会

に
報

告
を

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

２
 

（
略

）
 

２
 

（
略

）
 

（
庶

務
）

 
（

庶
務

）
 

第
1
6
条

 
審

議
会

の
庶

務
は

、
新

潟
市

中
央

公
民
館

に
お

い
て

処
理

す
る

。
 

第
1
6
条

 
審

議
会

の
庶

務
は

、
条

例
第

1
0
条

第
１

項
各

号
に

掲
げ

る
公

民
館

に
お

い
て

処
理

す
る

。
 

別
表

第
１

（
第

３
条

関
係

）
 

別
表

第
１

（
第

３
条

関
係

）
 

館
名

 
休

館
日

 
利

用
時

間
 

月
曜

日
か

ら
土

曜

日
ま

で
 

日
曜

日
 

休
日

 

（
略

）
 

 
 

 
 

 

（
略

）
 

備
考

 
（

略
）

 

館
名

 
休

館
日

 
利

用
時

間
 

月
曜

日
か

ら
土

曜

日
ま

で
 

日
曜

日
 

休
日

 

（
略

）
 

新
潟

市

大
江

山

公
民

館
 

第
３

木

曜
日

（
そ

の

日
が

休

日
に

当

た
る

場

午
前

９
時

か
ら

午

後
1
0
時

ま
で

 

午
前

９
時

か
ら

午

後
1
0
時

ま
で

 

午
前

９
時

か
ら

午

後
1
0
時

ま
で
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2 

改
正

案
 

現
行

 

合
は

、

そ
の

日

後
に

お

い
て

そ

の
日

に

最
も

近

い
休

日

で
な

い

日
）

、

年
末

年

始
 

（
略

）
 

備
考

 
（

略
）
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 新潟市学校給食センター条例施行規則の一部を改正する規則をここに公布する。  

  令和７年 月  日 

                    新潟市教育委員会  

                    教育長  

新潟市教育委員会規則第  号  

   新潟市学校給食センター条例施行規則の一部を改正する規則  

 新潟市学校給食センター条例施行規則（平成１２年新潟市教育委員会規則第１３号）の

一部を次のように改正する。  

 別表新潟市黒埼学校給食センターの項対象学校等の欄に次の表を加える。  

新潟市立中野小屋中学校 

 別表新潟市光晴学校給食センターの項対象学校等の欄に次の表を加える。  

新潟市立濁川中学校  

別表新潟市葛塚学校給食センターの項対象学校等の欄に次の表を加える。  

新潟市立南浜中学校  

 別表新潟市亀田学校給食センターの項対象学校等の欄に次の表を加える。  

新潟市立大江山中学校  

別表新潟市西川学校給食センターの項対象学校等の欄に次の表を加える。  

新潟市立赤塚中学校  

   附 則  

 この規則は、令和７年４月１日から施行する。  

付議 18
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/
2
 

新
潟

市
学

校
給
食

セ
ン
タ

ー
条
例

施
行
規

則
の
一

部
を
改

正
す
る

規
則
案

 
新
旧

対
照

表
 

○
新

潟
市

学
校
給

食
セ
ン

タ
ー
条

例
施
行

規
則

(平
成

1
2年

新
潟

市
教
育

委
員
会

規
則
第

1
3号

)
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
(
下

線
部

分
は
改

正
部
分

) 

改
正

案
 

現
行
 

備
考
 

第
1条

～
第

4条
 

(略
) 

第
1条

～
第

4条
 

(略
) 

 

附
 
則
 

附
 
則
 

 

1
～

4 
(略

) 
1
～

4 
(略

) 
 

別
表
(
第
2
条

関
係

) 
別

表
(
第
2
条

関
係

) 
 

 
給

食
セ
ン

タ
ー
 

対
象

学
校

等
 

 
 

給
食

セ
ン

タ
ー
 

対
象

学
校

等
 

 
 

 
新

潟
市
黒

埼
学
校

給
食
セ

ン
タ
ー
 

新
潟

市
立

大
野
小

学
校
 

 
 

新
潟

市
黒

埼
学
校

給
食
セ

ン
タ
ー
 

新
潟

市
立

大
野
小

学
校
 

 
 

 
新

潟
市
立

黒
埼
南

小
学

校
 

 
 

新
潟

市
立

黒
埼
南

小
学

校
 

 
 

 
新

潟
市
立

山
田
小

学
校
 

 
 

新
潟

市
立

山
田
小

学
校
 

 
 

 
新

潟
市
立

立
仏
小

学
校
 

 
 

新
潟

市
立

立
仏
小

学
校
 

 
 

 
新

潟
市
立

黒
埼
中

学
校
 

 
 

新
潟

市
立

黒
埼
中

学
校
 

 
 

 
新

潟
市

立
中

野
小
屋

中
学

校
 

 
 

 
 

 

 
(
略

) 
 

 
(
略

) 
 

 

 
新

潟
市
光

晴
学
校

給
食
セ

ン
タ
ー
 

新
潟

市
立

光
晴
中

学
校
 

 
 

新
潟

市
光

晴
学
校

給
食
セ

ン
タ
ー
 

新
潟

市
立

光
晴
中

学
校
 

 
 

 
新

潟
市

立
濁

川
中
学

校
 

 
 

 
 

 

 
新

潟
市
葛

塚
学
校

給
食
セ

ン
タ
ー
 

新
潟

市
立

葛
塚
東

小
学

校
 

 
 

新
潟

市
光

晴
学
校

給
食
セ

ン
タ
ー
 

新
潟

市
立

葛
塚
東

小
学

校
 

 
 

 
新

潟
市
立

葛
塚
中

学
校
 

 
 

新
潟

市
立

葛
塚
中

学
校
 

 
 

 
新

潟
市

立
南

浜
中
学

校
 

 
 

 
 

 

 
(
略

) 
 

 
(
略

) 
 

 

 
新

潟
市
亀

田
学
校

給
食
セ

ン
タ
ー
 

新
潟

市
立

亀
田
小

学
校
 

 
 

新
潟

市
亀

田
学
校

給
食
セ

ン
タ
ー
 

新
潟

市
立

亀
田
小

学
校
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新
潟

市
立

早
通
小

学
校
 

 
 

 
新

潟
市
立

早
通
小

学
校
 

 
 

 
新

潟
市
立

亀
田
東

小
学

校
 

 
 

新
潟

市
立

亀
田
東

小
学

校
 

 
 

 
新

潟
市
立

亀
田
西

小
学

校
 

 
 

新
潟

市
立

亀
田
西

小
学

校
 

 
 

 
新

潟
市

立
大

江
山
中

学
校
 

 
 

 
 

 

 
新

潟
市
西

川
学
校

給
食
セ

ン
タ
ー
 

新
潟

市
立

曽
根
小

学
校
 

 
 

新
潟

市
西

川
学
校

給
食
セ

ン
タ
ー
 

新
潟

市
立

曽
根
小

学
校
 

 
 

 
新

潟
市
立

鎧
郷
小

学
校
 

 
 

新
潟

市
立

鎧
郷
小

学
校
 

 
 

 
新

潟
市
立

升
潟
小

学
校
 

 
 

新
潟

市
立

升
潟
小

学
校
 

 
 

 
新

潟
市
立

西
川
中

学
校
 

 
 

新
潟

市
立

西
川
中

学
校
 

 
 

 
新

潟
市

立
赤

塚
中
学

校
 

 
 

 
 

 

 
(
略

) 
 

 
(
略

) 
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新潟市教育委員会

令和7年度 

新潟市立学校園教育の推進

各学校園教育ビ ジョ ン の実現学校園運営のイメ ージ

自校園の教育活動の創造
各学校園は、自校園で設定する目指すこども の育成に向け、自校園の教育ビジョ ンを策定し 、

その実現に取り 組みます。その際、「 教育の動向」を注視しつつ、下記の事項を学校園運営の基盤

としてと らえ、教育委員会の取組を参考・ 活用し ながら 、自校園の教育活動を創造し ます。

新潟市教育振興基本計画 ～にいがた学びのコ ンパス～

新潟市教育振興基本計画の具現化と 学校園教育の推進

教育委員会は、国の動向、新潟市のこども の現状（ 成果と 課題）、新潟市の未来の教育を見据え、

新潟市教育振興基本計画を基に施策・ 事業を展開し 、各学校園の教育を支援し ます。

学校園運営の基盤

人と かかわること を通し 、自ら 判断・ 決定し 、夢や目標の実現に向かう 姿

「 多様性」を前提とし 、全てのこども たちの「 自分らし さ 」が発揮さ れ、

「 可能性を引き出す」教育

特別支援教育の視点
学びのユニバーサルデザイン（ U D L）

組織マネジメ ント

●目的に応じ た組織編制

●教職員等の良さ や強みを生かし たチーム編制

●教職員の資質・ 能力の向上

●主体的・ 対話的で深い学び

　 個別最適な学びと 協働的な学びの一体的充実

●教育課程の編成・ 実施

カ リ キュ ラ ムマネジメ ント

教育の D X 化
・ ICTを活用し た学びの充実

・ 校務D Xによる校務の効率化

地域と の連携・ 協働
・ CSと パート ナーシップ事業の一体的推進

・ 地域人材の参画

新潟市教育振興基本計画　 目指す人間像「 し なやかに　 世界と 未来を　 創る人」

教育委員会
の取組

学校園
の取組

新潟市が学校園教育で目指すこども の姿

新潟市が目指す学校園教育



新潟市教育振興基本計画～にいがた学びのコ ンパス～

令和７年度から新たにスタートとなる新潟市教育振興基本計画の前期実施計画を基にしています。  

主な事業の中には、複数の取組から構成されているものもあります。

前期実施計画のう ち 学校園教育に関するも ののみ抜粋

Ⅰ 生涯を 通じ て学び、 夢や希望に向かっ て挑戦し 続ける人づく り

Ⅱ 豊かな人間性と 高い志をも ち、 協働し ながら 新たな価値を創造する人づく り

▶ 確かな学力の育成

▶ キャ リ ア教育の推進

▶ 体力づく り ・ 健康づく り ・ 食育の推進

指
　
標

主
な
事
業

●学ぶこ と が楽し いと 回答し た児童生徒

●学習や生活において、 自分で考え課題を解決し た

り 、 自分で判断し て行動し たり し たと 回答し た児

童生徒

●学校で学んだこ と を普段の生活の中で役立ててい

ると 回答し た児童生徒

● 「 主体的・ 対話的で深い学び」を視点とした保育・ 授業改善

● 学力実態調査分析

● 学習支援連携

● 幼保こ小連携推進

● 「 アグリ・ スタディ・ プログラム」に基づく 体験学習の推進

● 外国語教育支援

● 学校図書館の充実及び活用推進

● 「 新潟市の小中一貫教育」の推進

指
　
標

主
な
事
業

●将来の夢や目標を持っていると回答した児童生徒

●総合的な学習（ 探究）の時間の中で、 自分で課題を立

てて情報を集め、整理して、調べたことを発表するなど

の学習活動に取り 組んでいると 回答した児童生徒

● キャリア教育推進（ キャリアパスポート 活用）

● キャ リ ア教育連携

● 探究学習推進

● 地域探究・ 体験

指
　
標

主
な
事
業

●運動が好き と 回答し た児童生徒

●健康にすごすために、 授業で学習し たこ と や保健

室の先生などから 教えら れたこ と を 、 普段の生活

に役立てていると 回答し た児童生徒

● 運動大好き体力向上ジャンプアッププロジェクト

● 児童生徒の食育・ 健康づく り 推進

● 学校給食の充実

● 児童生徒のむし 歯・ 歯周疾患予防対策

▶ 人権を尊重し 、 多様性を認め合う 心の育成

▶ 誰一人取り 残さ ない、 一人一人の可能性を引き 出す教育の推進

指
　
標

主
な
事
業

●自分や周り の人たちの個性や違いを認めたり 、 大

切にし たり し ながら 生活し ていると 回答し た児童

生徒

●いじ めはどんな理由があっ ても いけないこ と だと

思う と 回答し た児童生徒

● 児童生徒の自立促進推進

● 男女共同参画教育の推進

● 学校における人権教育、同和教育の推進

● いじ め対応への支援

指
　
標

主
な
事
業

●学校は楽し いと 回答し た児童生徒

●特別な配慮を必要と する児童生徒に対する適切な

支援や環境が整っ ていると 回答し た学校

●学校内外の機関から 支援等を受けた、または、受け

ている不登校児童生徒

● 個別の教育支援サポート

● 巡回通級指導教室整備

● 特別支援教育推進のための学校園体制支援

● 適切な就学のための相談・ 連携支援

● 不登校・ 不登校傾向対策

● 帰国・ 外国人園児児童生徒への支援体制の整備



Ⅲ 地域と の絆を 深め、 郷土に誇り と 愛着を も っ て社会に貢献する人づく り

▶ 地域、 学校、 民間企業、 家庭の連携・ 協働の推進

▶ 郷土の歴史・ 文化に親し む教育の推進

指
　
標

主
な
事
業

●地域や社会をよく するために何をすべき かを考えるこ

と があると 回答し た児童生徒

●地域や学校で先生以外の大人からほめられたり 、認められ

たりして、う れし いと 感じること があると 回答し た児童生徒

●学校と 地域が協働し て「 地域と と も にある学校づく り 」

をし ていると 回答し た保護者

● 地域とともにある学校づく り 推進

● 「 防災教育」学校・ 地域連携

● 地域探究・ 体験

● 地域見守り活動支援

●  地域クラブ活動推進

● 子どもふれあいスクール

Ⅳ 多様な学びを 支える教育環境の整備・ 充実

▶ 安心・ 安全で質の高い教育環境の整備・ 充実

指
　
標

主
な
事
業

●学校は安全で、 安心し て過ごし やすい環境であると 回

答し た児童生徒

●教育を受ける環境（ 学校以外も 含む）が充実し ていると

回答し た保護者

● 地域クラブ活動推進＜再掲＞

● 地域見守り活動支援＜再掲＞ ● 学校適正配置

● 幼児教育推進体制 ● 就学援助

● 新潟市奨学金貸付 ● 学校施設整備

▶ 教育DXの推進と ICT環境の整備・ 充実

指
　
標

主
な
事
業

●学校生活において、PC・ タ ブレット などのICT機器を自ら

活用して調べたり 、自分の考えをまと めたりしていると 回

答した児童生徒

●ICTを活用した授業づく りを実践していると回答した教職員

● 教育DX環境整備

● 教育DX人材育成

● 次世代の校務DX環境整備

▶ 職員・ 教員の資質・ 能力の向上と 支援体制の充実

指
　
標

主
な
事
業

●主体的・ 対話的で深い学びの視点で授業改善に取り 組

んでいると 回答し た教職員

●充実し て仕事に取り 組めていると 回答し た教職員

● 教職員研修における大学と の連携

● 多忙化解消対策推進

● 教育関係職員の研修プログラム

● 「 主体的・ 対話的で深い学び」を視点とし た保育・ 授業改善＜再掲＞

● 特別支援教育推進のための学校園体制支援＜再掲＞

指
　
標

主
な
事
業

●自分が住んでいるまち（ 地域）が好きであると 回答し た

児童生徒

●地域のこ と（ 自然・ 歴史・ 産業など）にふれたり 、 調べ

たり する学習は好き と 回答し た児童生徒

● 優れた音楽・ 芸能に触れる機会の提供

● 地域探究・ 体験＜再掲＞

● 「 アグリ・ スタディ・ プログラム」に基づく

　  体験学習の推進＜再掲＞

▶ 創造性に富み、 世界と と も に生き る力の育成

▶ いのちの教育・ 心の教育の推進

指
　
標

主
な
事
業

●外国の人と 友達になっ たり 、 外国のこ と についても っ

と 知っ たり し てみたいと 思う と 回答し た児童生徒

●日本やあなたが住んでいる地域のこ と について、 外国

の人にも っ と 知っ ても ら いたいと 思う 児童生徒

● 国際交流推進

● 外国語指導助手（ ALT）配置

● 外国語教育支援＜再掲＞

● ESD（ SDGs）推進

指
　
標

主
な
事
業

●自分にはよいと こ ろ があると 回答し た児童生徒

●困り ごと や不安があると き 、 いつでも 相談でき る人が

いると 回答し た児童生徒

● 議論する道徳科推進

● 自己肯定感向上

● いのちを大切にする教育推進



学校園運営の基盤

●社会の変化に応じ てこども の実態は多様化し 、 教育課題は複雑化しています。また、 VU CA の時代をこども

たちが豊かな人生を切り 拓いていく ために、一人一人のこども が、自分のよさ や可能性を認識すると と も に、

様々な他者を尊重し 、協働していく 必要があり ます。そこで新潟市では、学校園教育を通じ て、「 人と かかわる

こと を通し 、自ら 判断・ 決定し 、夢や目標の実現に向かう 姿」を目指し ます。そのために画一的・ 一斉一律等

の指導のみに固執し ないこと が重要であり 、「 多様性」を前提と し 、 全てのこども たちの「 自分らし さ 」が発揮

さ れ、「 可能性を引き出す」教育を追求すること で、W el l-bein g の向上を図り たいと 考えます。

●「 教育は人なり 」と いう 言葉のと おり 、新潟市の教職員は、献身的で熱意にあふれており 、これまでこども たち

の教育に従事し 、多く の成果を上げてきまし た。今後も 、教職員がこども に寄り 添い、学び手の伴走者として

の業務に取り 組んだり 、学び続けたり できるよう 、教職員の W el l-bein g の向上を図り たいと 考えます。

こ ども たちや学校園を取り 巻く 「 教育の動向」 と 教育委員会の願い

　 各学校園で設定し たこども の資質・ 能力を育むための教育課程・ 保育課程の創造と 、「 主体的・ 対話

的で深い学び」の視点による授業改善、「 主体性を育む保育」を目指すこと こそが学校園教育の基軸です。

　 その際、「 目的・ 手段・ 見取り 」に一貫性を持たせ、学校内外の人と「 何のためにそれをやるのか」を共

有し ながら 実践し 、PD CA サイクルにより 、充実を図っていきます。

カ リ キュ ラ ム・ マネジメ ント

　 カリ キュラム・ マネジメ ント が実を結ぶためには、 教職員の力が相互に生かさ れる組織・ チーム編制

と 実践が欠かせません。また、 教育活動に取り 組みながらこども の学びと 相似形の学びを教職員が行い、

教職員の力量を高めていく こと も 重要です。

　 さ ら に、学校内にと どまらず、学校を支える方々と の対話を通し 、連携・ 分担により 学校をと も に運営

していきます。

組織マネジメ ント

学校園運営においては、カリ キュラム・ マネジメ ント と 組織マネジメ ント が重要です。

また、社会の変化に応じ てこども たちの実態や教育に求めら れる期待は多様化し 、

課題も 複雑化し ています。

　 新潟市はこ れらを「 創造と 解決」へ導く 大切な基盤と 考え、

こどもに寄り 添い、伴走し 、学校内外の人々と 協働・ 連携し 、豊かな教育を展開し ていく ことを目指します。

　 U D などを 含めた、特別支援教育の視点は、こども 一人一人の自分らし さ が一層尊重さ れ、多様な学

びと 成長につながり ます。

　 ICTの利活用を中心と し た教育のD X化は、多様な情報を空間や時間を超えて取り 扱う こと ができ、効

率的でさ ら なる充実を教育にも たらしてく れます。

　 人材や文化・ 自然をはじ めと する地域と の連携・ 協働により 、様々な方々と かかわっ たり 、地域の良さ

や課題に触れたり すること は、社会に開かれた教育課程の実現に不可欠です。


